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一段化 一段化 一段化する るる さする ら

一段化るる

音節數 多少 一段化する さする るる らるる 遲速
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化率 地文

終止 連体形 一段化さ する 率 已然形 一段化率

終止 連体形 一段化ら るる 率 已然形 一段化率

地文 會話文 活用形

傾向 成立時期

成立時期
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さする 一段化率 ら

るる 一段化率

地文 さ する

會話文 兩語 一段化率 さ する

一段化率 一段化ら るる 率

傾向

江戶洒落本 種 江戶咄本 種 黃表紙 種 滑稽本 種

江戶語資料 種 資料 一段化率

さ する ら るる
さ する

合計

ら るる

合計する さする るる らるる

二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段

洒落本 種

地

會

計

さ する ら るる さ する

合計

ら るる

合計する さする るる らるる

二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段

咄本 種

地

會

計

黃表紙 種

地

會

計

滑稽本 種

地

會

計

成立時期

兩語 一段化率

さ する 一段化率 ら るる

一段化率

地文 會話文 さ する

一段化率 一段化ら るる 率

前接語 音節數

傾向 傾向



ことばつかひをうれしがらせるよふにいふべし はしたなきあななどはきつくきろふものなれば。

二いふべからず かい 何ぢうのしんぞうに さんはおもろしいきやくじんといわるれ 何ば ひとしを。

事によらずおもいつかるゝ 自惚鏡 上ものなり。

そこがむづかしい樣子
やうす

ゆへかいつてあんまりいつてはかんをつけらるゝもとひと 內藤
ないとう

宿のと

うがらしめだつたにそばへよりつかせることじやア 庄ねへといふところへ が新造
しんぞう

が來
き

甲之夜話て
上

一段化さ する ら るる 遲速

一段化 一段化さ する ら るる

上方語 一段化例さ する

一段化例ら るる

遲速 江戶語 傾向 上方語 傾向

傾向 する るる さする らるる 一段

化率 傾向 一段化する 率

一段化るる 率 一段化さする 率 一段化らるる 率

地文 會話文 活用形

地文 一段化する 率 會話文 一段化率 るる

地文 一段化率 會話文 一段化率 さする

地文 一段化率 會話文 一段化率 地文 一段化らるる 率

會話文 一段化率 終止する

連体形 一段化率 已然形 一段化率 終止 連体形 一段化るる

率 已然形 一段化率 終止 連体形 一段化さする 率

已然形 一段化率 終止 連体形 一段化らるる 率 已然形 一

段化率 地文 らるる

已然形さする 會話文 活用形

成立時期 一段化率

一段化率 前接語 音節數 一段化率

傾向

祖禮 こんなものではないと鼻高
はなたか

ふいはるゝ 郭中掃除雜編 上おかし

祖禮 おしい事
こと

にへゆなら例
れい

の鳥
とり

の山
やま

めくらに喰
く

はせれ 上ばよい

揚 事わるひ があるなら呵
しから

るゝとも責
せめ

らるゝとも覺悟
かくご

廓之櫻 下のうへ

揚 指
ゆび

でもつけさせる事 今 仲 町 下ではざんせん に の へおくつていきひす
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會話文 前接語 音節數

一段化 一段化 一段化する るる さする らるる

實例

上方語 傾向 さ す

一段化例る 兩語 遲速

傾向 音節數 多少 一段化 遲速

動詞 音節數 多少 遲速 音節數

一段化 助動詞 一段化 動詞 一段化

受動 使役 動詞

多音節語 篠田香織 る

一段化る 一段化 傾向らるる

一段化 一段化 一段化する さする るる

一段化らるる

地文 會話文 する

一段化率 一段化さする 率 一段化るる 率 一段らるる

化率 遲速 音節數

成立時期 一段化率 一段化率

傾向 前接語 音節數

多少 前接語 音節數 する

さする るる らるる

兩語 遲速

前接語 音節數 一段化率

  

節數



一音節 二音節 三音節 四音節 五音節 六音節

二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段

上方語

資料

種

るる

地

會

計

らるる

地

會

計

江戶語

資料

種

する

地

會

計

さする

地

會

計

るる

地

會

計

らるる

地

會

計

上方語資料 例する さする する るる さする らるる

一音節 五音節 六音節

二音節 三音節 四音節 語 音節數 地文 會話文

遲速 二音節

三音節 會話文 する 一段化率 一段化さする 率

地文 二音する 節 三音節 一段化率

音節數 二音さする 節 三音節 一段化率 會話文

二音るる 節 三音節 一段化率 音節數 二音らるる 節

三音節 一段化率 地文 二音るる 節

三音節 一段化率 音節數 二音らるる 節 三音節 一段化率

兩語 遲速

傾向 上方語るる らるる

傾向 助動詞 音節數

前接語 多音節語

傾向 地域的 江戶語 上方語 兩語 一段化 遲速

傾向 上方語資料 種

上方語資料 江戶語資料 一段化率
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さ する ら るる さ する

合計

ら るる

合計
總計

する さする るる らるる

二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段 二段 一段

上方語資料

種

地文

一段化率

會話文

一段化率

計

一段化率

江戶語資料

種

地文

一段化率

會話文

一段化率

計

一段化率

江戶語資料 一段化率

時期 上方語資料 一段化率

地文 會話文 江戶語資料 地文 一段化率

會話文 一段化率 上方語資料 地文 一段化率 會話文

一段化率 江戶語資料 さ する

一段化率 一段化ら るる 率 上方語資料 さ する 一段化率

ら るる 一段化率

江戶語 一段化 地域的 動詞 助

動詞 江戶語 一段化 上方語 一段化

兩語 遲速 江戶語 上方語

一段化 東國語 室

町時代 江戶初期 東國語 一段化 上方語 一段化

傾向 終止 連体形 一段化率 已然形 一段化率

傾向

終止 連体形 一段化率 已然形 一段化率

終止 連体形 一段化さ する 率 已然形 一段化率

ら るる

助動詞 活用形 一段化率



さ する ら るる 合計

二段 一段 一段化率 二段 一段 一段化率 二段 一段 一段化率

上方語資料

種

地文
止 体

已

會
止 体

已

計
止 体

已

江戶語資料

種

地文
止 体

已

會
止 体

已

計
止 体

已

傾向 地文 上方語 會話文 已然形

傾向 已然

形 終止 連体形

上方語資料 江戶語資料

會話文 終止 連体形 一段化率 已然形 一

段化率 地文 終止 連体形 一段化率 已然

形 一段化率 遲速 傾向

終止 連体形 已然形 一段化 遲速

氣 引立を させれど此頃
このごろ

思はゆうれいじみどふでこつちのものとは われぬモシ死
しん

たらさぞ迷
まよふ

てとおも
ひすごしがしられると 廓之櫻 上

わたしやつきたされる覺はこれほどおざりいせんとはいふものの これほどまでだまされゝば

だまされへす 靑樓小鍋立 下のかと

會話文 兩活用形 一段化率 動詞

助動詞 活用形 江戶語 一段化

助動詞 已然形 一段化例 日本語史 全時代

江戶語資料

水をのませれ 漸 氣 見 鹿 子餅ば 々 がつき たりや の、 、 、 ­
こいつはいわせれ 妓者呼子鳥 上ばとほうもねい

  

、 、 。
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理害
りげへ

聞をといて せれ 一國 事 粹町甲閨 下ば ゥいやあがるからの よ

まんざらかきでも そう。 云
いわ

れゝば嘻
うれ

成 深川手習草紙 下しくつて やせむ

氣 譯どふも がしれねへ をぬかせとく。 らはせれ 無事志有意ば、 ­

おめへにころされゝはわたいわほんもふ 大磯新話風俗通 上た

しんをきらせれ 消 酩ば おる 酊氣質 ­

燒あんなに くなら大
たい

福
ふく

餅 賣でも らせれ 浮世床ばいゝ ­

文體的 傾向 傾向

會話文 一段化率 地文 一段化率

活用形 さ する ら るる

活用形 會話文 終止 連体形 一段化率

已然形 一段化率 地文 終止 連体形 一段化率 已然形 一段化

率 さ する 會話文 一段化率 地文

一段化率 ら るる 會話文 一段化率 地文 一段

化率 成立時期

一段化率 一段化率

地文 一段化 會話文 一段化 地文

傾向 上方語 傾向

一段化 傾向 傾向 上方語 動詞

江戶語 動詞 傾向 江戶語資料 前稿

助動詞 傾向 前稿

5. 結 論

江戶語 助動詞 一段化 傾向 さ する ら るる 遲

速 明和 文化期 江戶語資料 種 上方語

助動詞 遲速

一段化 一段化さ する ら るる

一段化 一段化 一する るる さする

段化 一段化らるる

音節數 多少 一段化する さする るる らるる 遲速



江戶語 一段化 上方語 一段化

終止 連体形 一段化 已然形 一段化

文體的 會話文 一段化 地文 一段化

助動詞 一段化 語 地域 活用形 文體

遲速 助動詞 動詞 一段化

傾向 音節數 多少 遲速

一段化 一段化さ する ら るる

遲速 兩語 遲速

傾向 江戶語 方言史的 上方語 文法

史的 助動詞 一段化例 室町

時代 江戶初 中期

【參考文獻】

秋山洋一 上州長年寺藏 雜談之本 一段活用化 現象 國學院雜誌と の    

奧村三雄 近代京阪語 使役辭 國語國文の   

所謂二段活用 一段化 方言的事實 史的考察 近代語硏究の について から へ   

近代語學會編

小林祥次郞 足利學校本 莊子抄 紹介 國文學 言語 文藝の と    

小松壽雄 近代 文法 江戶篇 講座國語史 文法史の   大修館書店

坂梨隆三 近松世話物 二段活用 一段活用における と 國語 國文學と  

篠田香織 二段活用語 一段化及 見 言葉 意識の びそこに る への 國文目白  

蜂谷淸人 狂言古本 見 一段活用化 現象 國語學に られる の   

山縣浩 活用型 變化 見 上方繪入狂言本 二段活用 一段化 場合 語文硏究の から た の の   

湯澤幸吉郞 增訂江戶言葉 硏究 明治書院の  
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比較 中心 日本語 學硏究 韓 國日本語學會

上方語

日本文化 硏究 韓 國日本學協會

江戶語 二段活用 一段化 傾向 完了時期 考察 江戶中

期 上方語 日本文化 學報 韓 國日本文化學會

江戶中期 上方語 二段活用 一段化現象 考察 一段

化 傾向 完了時期 日本 學報 韓 國日本學會
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要 旨

本稿 江戶中期以後 江戶語 現 助動詞 一段化 傾向では における に われる の の について さ すると ら るる、 、

間 遲速差 中心 明和 文化期 江戶語資料 種 實態 分析結果 基 中期以後の を にして の の の に づきながら におけ、

上方語 比較 通 考察 見 結果 助動詞 內部間 遲速差 中心 幾る との を して して た その の における を にして つかの。 、

特徵的事實 明 思 大略次 一が らかにされたかのように うが これをまとめると のようである さ するの、 、 。

段化 一段化 早 一段化 一段化 早は ら るるの より い する の は るる の より。

一段化 一段化 早 音節數 多少 卽く さする の は らるる の より い の ち する と さする、 。 、

及 間 一段化 遲速差 見 江戶語 一段化 上方語 一段び るる と らるる による の は られない の は の、 。

化 早 終止 連体形 一段化 已然形 一段化 早 文体的 面より い の は の より い な から。 。

見 會話文 一段化 地文 一段化 早ると の は の より い、 。

中 傾向 內部間 異同 見 全体 見 上方語 一致この で ら るる は によって は られるものの から ると と、 、

言 特 注目 引 傾向 前者 間 遲速差すると えよう に ここで を くのは と である は さ すると ら るる の。 、 。

立證 重要 絲口 提供 後者 江戶語 進一を する な を してくれるからであり は における、 、 步 傾向 見した を せてく

れるからである。

, , , , ( ) , ( )江戶語 上方語 助動詞 一段化キーワード さ する ら るる
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